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しかし、霊が明らかに言われるように、後の時代になると、惑わす霊と悪霊の教えとに

心を奪われ、信仰から離れる者がいます。このことは、偽りを語る者たちの偽善によって

引き起こされるのです。この偽りを語る者たちは、自分の良心に焼き印を押されており、

結婚を禁じたり、食物を断つよう命じたりします。しかし、食物は、信仰があり、真理を

認識している人が感謝して受けるようにと、神がお造りになったものです。神が造られた

ものはすべて良いものであり、感謝して受けるなら、捨てるべきものは何もありません。

神の言葉と執り成しの祈りとによって聖なるものとされるからです。（Ⅰテモテ 4:1 ～ 5 ） 

 

著者は、キリストへの信仰を深め、その信仰に相応しく生きるため、牧会上の諸注意を

語り、教会の指導者である監督、奉仕者（執事）たちが職を全うするための条件、資格に

ついても指示してきた。そして、その諸注意や資格を生み出す秘められた福音の真理の確

かさを示し、福音の偉大さを説いてきた。ところが、それにもかかわらず、福音に反して、

離脱する者がいると告げている。「しかし、霊が明らかに言われるように、後の時代にな

ると、惑わす霊と悪霊の教えとに心を奪われ、信仰から離れる者がいます 。」 年月が経つ

と、惑わす霊と悪霊の教えに心を奪われ、信仰から離脱する者がいることを、霊が明確に

予告していると言う。信仰と宣教に燃えていた初代教会においても、離脱者がいたのであ

る。正しい良心を捨て、信仰に挫折したヒメナイとアレクサンドロの実名を上げて、神を

冒涜してはならないことを学ばせるために、彼らをサタンに引き渡したと書いていた（ I

テモテ 1:20 ）。 離脱者たちは、「偽りを語る者たちの偽善によって引き起こされるのです。

この偽りを語る者たちは、自分の良心に焼き印を押されており、結婚を禁じたり、食物を

断つことを命じたりします」と言っている。偽りを語る者たちは、性欲が身を汚すと思い、

結婚しないことによって清い神と一体化できる。また、ある種の食べ物を不浄として、食

べるのを断つことによって、清さが保たれると説いたのである。彼らの偽善に引き込まれ、

自分の良心を捨て去り、脱落しないようにと忠告している。著者は、食べ物について「食

べ物は、信仰があり、真理を認識している人が感謝して受けるようにと、神がお造りにな

ったものです。神が造られたものはすべて良いものであり、感謝して受けるなら、捨てる

べきものは何もありません」と述べている。レビ記11章で、食べて良い「清いもの」と食

べてはならない「汚れたもの」を峻別し、汚れたものは食べてはならないと、厳しく規定

している。ところが、主イエスは、マルコ福音書 7 章 18～ 19節 a で、「あなたがたも、そ

んなに物分かりが悪いのか。すべて外から人に入って来るものは、人を汚すことができな

いことが分からないのか。それは人の心に入るのではなく、腹に入り、そして外に出され

るのだ」と、全ての食べ物を「清い」と言われた。この言葉はユダヤ人にとって、天地が

ひっくり返るような言葉であった。彼らは、汚れたものは口にしないように教えられ、そ

れを断固守っていたからである。著者は、主イエスの言葉を受け入れ、神が造られたもの

は全て良いものであるという福音の真理を認識して、感謝して受けるならば、捨てるもの

は何もない。「神の言葉と執り成しの祈りとによって聖なるものとされるからです」と福

音の自由を語っている。古代社会は宗教が人の心を支配していた。教会の中にも、様々な

教えが飛び交い、その教えに惑わされ、福音から離れる人々がいたということである。 


